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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクトの 目的を説明します
このプロジェクトの 目標を定義します
以前と同様のプロジェクトですか。それとも新規のプロジェクトですか?
このプロジェクトの範囲を定義します
このプロジェクトは独立したプロジェクトですか。それとも別のプロジェクトに関連したプロジェクトですか?

* このスライドは、毎週行われる進捗ミーティングには必要ありません
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